
 
配当

年次 
開講期 科目名・ナンバリングコード 担当者 単位 

卒業

必・選 

授業

形態 

関連する

DP・CP 

１ 前期 
信愛教育Ⅰ 
RH101P0050 

大山輝光 1 必修 演習 
DP1、DP2 

CP2 

授業の概要 

カトリック精神を基盤とした豊かな人間性と支援型リーダーシップの涵養を目指す科目

である。聖書の内容を読み解くと共にキリスト教の行事に参加する中で、本学の建学の精

神への理解を深める。また、キリスト教の愛と奉仕の精神や、一人ひとりを大切にする心

を養う。 

授業の目標 

信愛教育がバックアップする愛と奉仕の道。カトリック精神の基盤である豊かな人間性と支援型

リーダーシップの涵養を目指すことによって本学の建学の精神を理解し体得する。自分自身の

考えたことを他者と共有するための力と他者の心に心を傾ける傾聴力を養い、その能力を開発

することをめざす。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 50 分 

1 
カトリック・ミッション大学「信愛」 
建学の精神 8 聖書（旧約、新約）について 

2 信愛モットー「一つの心 一つの魂」 9 天地の創造、人間の創造 

3 
和歌山信愛の誕生 

キリスト教と信愛 
10 エデンの園の生活 救い主の約束 

4 信愛が大切にしてきたこと 11 マリアへの御告げ クリスマス 

5 「神」の存在 12 少年イエス（私生活と公生活） 

6 「祈り」について 13 聖母マリアとイエス 

7 「主の祈り」について 14 
まとめ 

前期の自分をふり返り聖書を味わう 

成 績 評 価 方 法 

（１）自分の考えをまとめ他者と共有・傾聴する取り組み 60％ 

（２）リアクションペーパー                       20％ 

（３）積極的な受講態度                     20％ 

教 科 書 『聖書～新共同訳～小型詩編つき〈NI344〉』 日本聖書協会 ISBN978-4-8202-3203-2 

参 考 書 『込めて』 森田登志子（平成29年9月） 

授業外の学習方法 

週 2 時間程度の自主的な学習が必要である。特に、日常生活や社会の動きについて、授業

を通して考え、修得したまなざしでながめ分析すること。現代の人々・子どもたちの生活やい

のちにかかわる出来事に対し、問題意識や提案を持てるよう努める。そのために、多様なメデ

ィアを通して現代社会についての情報を得るように心がけること。 

免 許 ・ 資 格  

実務経験と教授内容  

課題(授業時の提出

物等)に対するフィー

ド バ ッ ク 方 法 

授業終了後、教室で質問等に対応する。 

 
 
 
 

大山輝光 1 １前期 演習 ● 5

いのちと倫理 小関彩子 2 １後期 講義 ● 6

ボランティア実習 森﨑陽子 1 １通年
実験
実習

● 7

日本国憲法 奥野庸己 ＊ 2 １前期 講義 ● 8

松本健治 2 １前期 講義 ○ 9

情報処理論 大山輝光 2 1・3・4前期 講義 ○ 10

国際教育論 亀井勝博 ＊ 2 １後期 講義 ○ 11

子どもと遊び 大橋眞由美 2 １後期 講義 〇 12

災害と暮らし 秋吉博之 2 １後期 演習 ○ 13

日本語表現 宮本克之 * 1 １前期 演習 ● 14

辻伸幸 ＊ 1 １前期 演習 ● 15

辻伸幸 ＊ 1 １後期 演習 ● 16

情報処理演習Ⅰ 大山輝光 1 １後期 演習 ● 17

飯田まなみ　森﨑陽子 ＊ 1 １前期 講義 ● 18

飯田まなみ　森﨑陽子 ＊ 1 １通年
実験
実習

● 19-20

森﨑陽子 ＊ 1
１通年
(隔週)

講義 ● 21

中村　前島　飯田 2 １前期 演習 ● 22-23

辻　小田　前島 ＊ 1 １通年
実験
実習

● 24

福田光男 ＊ 2 １前期 講義 ● 25

小山譽城 ＊ 2 １後期 講義 ○ 26

郷土の自然 福田光男 ＊ 2 1・3・4後期 講義 ○ 27

地
域

探
究

科
目

地域連携フィールド学習 芝田史仁 1 １通年
実験
実習

△ 28

木本毅 ＊ 2 １前期 講義 ● 29

木本毅 ＊ 2 １前期 講義 ● 30-31

森下順子 ＊ 2 １前期 講義 ● 32

教育制度論 岸田正幸 ＊ 2 １後期 講義 〇 33

宮﨑　久 ＊ 2 １後期 講義 〇 34

岸田正幸 ＊ 2 １後期 講義 〇 35

教育課程総論 岸田正幸 ＊ 2 １前期 講義 〇 36

保育の計画と評価 原康行 ＊ 2 １後期 講義 〇 37

保育内容総論 中村俊之　山下悦子 ＊ 2 １前期 演習 〇 38-39

図画工作 大橋功 ＊ 2 １前期 演習 ○ 40

音楽 溝口希久生　岡田知也 ＊ 2 １前期 演習 ○ 41-42

生活 中井精一 ＊ 2 １前期 演習 ○ 43

子どもと健康 中村俊之 ＊ 2 １後期 演習 ○ 44

子どもと環境 秋吉博之 ＊ 2 １後期 演習 ○ 45

鍵盤演奏入門 溝口希久生 ＊ 1 １前期 演習 ○ 46

桑原義登 ＊ 2 １前期 講義 ● 47

教育心理学 村上凡子 ＊ 1 １後期 演習 ● 48

65

49

226

177

●　必修

〇　選択必修

△　選択

子
ど
も

理
解

発達心理学

１年合計単位数

省令で定める基準単位数13単位
（令元文科省令第6号

大学等における修学の支援に関する法律施行規則）

（うち、実務家教員＊による単位数）

学部内全学年（1～4年）合計単位数（2026年度）

（うち、実務家教員＊による単位数）（2026年度）

教職基礎実習

紀
の
国

わ
か
や
ま
と

世
界

世界の中の和歌山

歴史・文化と風土

教
科
保
育
内
容
の

専
門
領
域

専
門
教
育
科
目 　

理
念
・
理
論

教職論

教育原理

保育原理

子ども家庭福祉

教育方法論（ICT活用含む）

教
育
者
の
教
養

健康教育

リ
テ
ラ
シ
ー

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

信
愛
教
育

の
基
礎

信愛教育Ⅰ

保
健

体
育

スポーツと健康Ⅰ（講義）

スポーツと健康Ⅱ（実技）

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

地
域
連
携
科
目

22002266年年度度　　シシララババスス　　目目次次    11年年（（22002266年年度度以以降降入入学学　　88期期生生））  

科目区分 授業科目の名称 教員名

実
務
家
教
員
＊

単
位
数

配
当
年
次

授
業
形
態

卒
業
に
必
要
な

科
目
・
単
位

頁

教
師
塾

教職キャリアデザイン

教職基礎ゼミナール



 
配当

年次 
開講期 科目名・ナンバリングコード 担当者 単位 

卒業

必・選 

授業

形態 

関連する

DP・CP 

２ 後期 
信愛教育Ⅱ 
RH101P0060 

大山輝光 1 必修 演習 
DP1、DP2 

CP2 

授業の概要 

カトリック精神を基盤とした豊かな人間性と支援型リーダシップの涵養を目指す科目で

ある。聖書の内容を読み解くと共に、キリスト教の行事に参加する中で、「地の塩」「世の

光」として周囲の人々の信頼を得て活躍するための心構えを学ぶ。 

授業の目標 

信愛教育Ⅰで学んだことを基礎として、自分の内面に向き合い自分をどのように成長させてい

ったらよいかを考える。習慣的に身につけているものの見方・考え方を乗り越え、自分の知の地

平を広げることで、自己肯定感と他者を受容する力を高める。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 50 分 

1 
聖書の中から 
幸いと不幸 8 塩のたとえ 

2 イエス 罪深い女をゆるす 9 カナの婚礼 姦通の女 

3 
善きサマリア人のたとえ 

マリアとマルタ 
10 最後の晩餐 

4 うるさい人 祈りの力 11 イエスの受難 

5 おろかな金持ち 12 十字架の道 

6 
目を覚ましておれ 

忠実なしもべ 不忠実なしもべ 
13 イエスの死と復活 

7 
からし種のたとえ 

狭い戸口 
14 

まとめ 得たもの 

後期の自分をふり返る 

成 績 評 価 方 法 

（１）自分の考えをまとめ他者と共有・傾聴する取り組み 60％ 

（２）リアクションペーパー                       20％ 

（３）積極的な受講態度                     20％ 

教 科 書 『聖書～新共同訳～小型詩編つき〈NI344〉』日本聖書協会 ISBN978-4-8202-3203-2 

参 考 書 『込めて』 森田登志子（平成29年9月） 

授業外の学習方法 

週 2 時間程度の自主的な学習が必要である。授業で扱った内容を各自の現実の生活に生か

すよう努める。また、世の中で起こっているさまざまな問題に対し、自分なりの解決方法を考え

てみる。 

免 許 ・ 資 格  

実務経験と教授内容  

課題(授業時の提出

物等)に対するフィー

ド バ ッ ク 方 法 

授業終了後、教室で質問等に対応する。 

 
 
 
 
 
 
 

信
愛
教
育

の
基
礎

大山輝光 1 ２後期 演習 ● 51

人類生態学概論 松本健治 2 ２前期 講義 〇 52

大橋眞由美 2 ２前期 講義 〇 53

こころの科学 桑原義登 ＊ 2 ２・４後期 講義 〇 54

生命と進化 芝田史仁 2 ２・４後期 講義 〇 55

フランス語コミュニケーション GODFROY ROBIN ＊ 1 ２前期 演習 〇 56

劉弦歌 1 ２前期 演習 〇 57

情報処理演習Ⅱ 大山輝光 1 ２前期 演習 ● 58

教
師
塾

森﨑陽子 浅田真理子 2 ２通年
実験
実習

△ 59

濱田智司 ＊ 2 ２前期 講義 〇 60

千森督子 2 ２前期 講義 ○ 61

福田光男 ＊ 2 ２・４後期 講義 ○ 62

千森督子 2 ２前期 講義 ● 63

地域連携フィールドゼミナール 小田　飯田　千森 4 ２後期 演習 ● 64

太田作也　 ＊ 2 ２前期 講義 ● 65

社会的養護 桑原義登 ＊ 2 ２後期 講義 ● 66

国語（書写を含む） 小林康宏 ＊ 2 ２前期 講義 ○ 67

算数 原啓司 ＊ 2 ２後期 講義 ○ 68

理科 秋吉博之 ＊ 2 ２前期 講義 ○ 69

社会 西端幸信 ＊ 2 ２後期 講義 ○ 70

器楽 溝口希久生　岡田知也 ＊ 2 ２前期 演習 ○ 71-72

飯田まなみ　大平誠也 ＊ 2 ２前期 演習 ○ 73

家庭 中根真富　岡部美代恵 ＊ 2 ２後期 演習 ○ 74

初等英語 辻伸幸 ＊ 2 ２後期 演習 ○ 75

子どもと人間関係 村上凡子 ＊ 2 ２後期 演習 〇 76

子どもと言葉 小林康宏　 ＊ 2 ２前期 演習 ○ 77

子どもと表現 大橋功　岡田知也 ＊ 2 ２前期 演習 ○ 78

野外活動演習 中村俊之 ＊ 1 ２前期 演習 〇 79

村上凡子 ＊ 2 ２前期 演習 ● 80

子どもの保健 武内龍伸 2 ２後期 講義 △ 81

保育内容の指導法Ⅰ 中村俊之　山下悦子 ＊ 2 ２後期 演習 ● 82-83

初等教科教育法（国語） 小林康宏 ＊ 2 ２後期 講義 ● 84

初等教科教育法（生活） 中井精一 ＊ 2 ２後期 講義 ● 85

初等教科教育法（音楽） 溝口希久生 ＊ 2 ２後期 演習 ● 86

初等教科教育法（図画工作） 大橋功 ＊ 2 ２後期 演習 ● 87-88

飯田まなみ　大平誠也 ＊ 2 ２後期 演習 ● 89

特別活動指導論 原啓司 ＊ 1 ２後期 講義 △ 90

幼稚園実習Ⅰ 小田真弓　前島美保 ＊ 2 ２通年
実験
実習

△ 91

幼稚園実習指導Ⅰ 小田真弓　前島美保 ＊ 1 ２通年 演習 △ 92-93

保育実習Ⅰ（施設） 森下順子　原康行 ＊ ※
２後期
３前期
通年

実験
実習

△ 94

保育実習指導Ⅰ（施設） 森下順子　原康行 ＊ ※
２後期
３前期
通年

演習 △ 95-96

73

54

226

177

●　必修

〇　選択必修

△　選択

※「保育実習Ⅰ（施設）」（2単位）「保育実習指導Ⅰ（施設）」（1単位）は3年次の
　単位認定のため、2年次の合計単位数に算入しない。

初等教科教育法（体育）

実
習

２年合計単位数

省令で定める基準単位数13単位
（令元文科省令第6号

大学等における修学の支援に関する法律施行規則）

（うち、実務家教員＊による単位数）

学部内全学年（1～4年）合計単位数（2026年度）

（うち、実務家教員＊による単位数）（2026年度）

専
門
教
育
科
目

理
念
・

理
論

社会福祉

教
科
・
保
育
内
容
の
専
門
領
域

体育

子
ど
も

理
解

幼児理解の理論と方法

教
育
・
保
育
の
指
導
法

インターンシップ（事前・事後指導を含む）

地
域
連
携
科
目

紀
の
国

わ
か
や
ま
と

世
界

まちづくりの経済学

地域の生活文化

文学と郷土

地
域

探
究

科
目

地域力再生論

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

信愛教育Ⅱ

教
育
者
の
教
養

子どもと文学

リ
テ
ラ
シ
ー

中国語コミュニケーション

22002266年年度度　　シシララババスス　　目目次次    22年年（（22002233年年度度～～22002255年年度度入入学学　　55・・66・・77期期生生））  

科目区分 授業科目の名称 教員名

実
務
家
教
員
＊

単
位
数

配
当
年
次

授
業
形
態

卒
業
に
必
要
な

科
目
・
単
位

頁



 
配当

年次 
開講期 科目名・ナンバリングコード 担当者 単位 

卒業

必・選 

授業

形態 

関連する

DP・CP 

３ 通年 
キャリアガイダンスⅠ 

RF105L0050 
森﨑陽子 １ 必修 講義 

DP3 
CP3 

授業の概要 

教育者・保育者としてキャリアをスタートさせるための準備段階にあたる科目である。討

論やロールプレイ等を通して大学や学外実習で身に付けた知識と技能を有機的に結びつ

け、教職・保育職への意欲と教育・保育について客観的に考える力の向上を目指す。目指

すべき、教育者・保育者像を明確にすると共に、就活の仕方、履歴書の作成、筆記試験対

策、面接練習など、採用に至るまでの道筋を、演習形式で学ぶ。 

授業の目標 取得する資格、免許に応じ進路を検討するための情報の収集と進路に応じた受験対策を行う。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 50 分 

1 キャリアスタートにあたって 8 
子どものキャリア発達を考える/            

地域との連携を進める～コミュニティスクール制度の中で～             

2 分野別キャリア対策 9 県内企業を知る～企業が求める人材とは～ 

3 ゲストによる就職試験対策講座 10 県内企業を知る～企業合同セミナー～ 

4 自己分析の方法を知る 11 自己PR・志望動機等の文章構成を学ぶ 

5 自己分析（性格・活動履歴等を書き出してみよう） 12 
自己 PR・志望動機作成講座～実際に文章を作成し

てみよう～ 

6 
就活マナー（身だしなみ・挨拶の仕方・言葉遣い・所

作等） 
13 

エントリーシートの書き方・作成ポイントを学ぶ（分

野別） 

7 面接のマナー 14 エントリーシートの作成（分野別） 

成 績 評 価 方 法 

 

課題レポート 40％， 授業への取り組み 60％ 

 

教 科 書 適宜資料を配布する。 

参 考 書 『大学生のためのキャリアガイドブック』 北大路書房 長尾博暢他著 

授業外の学習方法 
配布される資料の内容を用いて事前事後の予習復習を行う。（各回1～2時間程度） 
レポート作成の時間も確保すること。 

免 許 ・ 資 格  

実務経験と教授内容 教員経験者が全ての回を担当 

課題(授業時の提出

物等)に対するフィー

ド バ ッ ク 方 法 

授業終了後、教室で質問等に対応する。 

 
 
 
 
 
 

森﨑陽子 ＊ 1
３通年
(隔週)

講義 ● 99

教師への道Ⅰ 岸田正幸 ＊ 2 ３前期 講義 △ 100

教師への道Ⅱ 岸田正幸 ＊ 2 ３後期 講義 △ 101

地
域
連
携
科

目

地
域

探
究

科
目

秋吉博之　中井精一 2 ３後期 講義 ● 102

岡田知也 ＊ 1 ３前期 演習 ○ 103

造形表現研究 大橋功 ＊ 1 ３前期 演習 ○ 104

幼児体育 加藤博之 1 ３前後期 演習 ○ 105

幼児体育指導法 加藤博之 1 ３後期 演習 ○ 106

溝口希久生 ＊ 2 ３後期 演習 ○ 107

植田喜樹 ＊ 2 ３前期 講義 △ 108

武内龍伸 ＊ 1 ３前期 演習 △ 109

土井有美子 ＊ 1 ３前期 演習 △ 110

土井有美子 ＊ 1 ３後期 演習 △ 111

原康行 ＊ 1 ３前期 演習 ● 112

原康行 ＊ 1 ３後期 演習 ● 113

岩田智和 ＊ 1 ３前期 演習 △ 114-115

森下順子 ＊ 1 ３前期 演習 △ 116

村上凡子 ＊ 2 ３前期 講義 ● 117

前島美保 ＊ 2 ３後期 講義 △ 118

村上凡子　岸田正幸 ＊ 2 ３前期 講義 △ 119-120

保育内容の指導法Ⅱ 中村俊之　山下悦子 ＊ 2 ３前期 演習 ● 121-122

初等教科教育法（算数） 原啓司 ＊ 2 ３前期 講義 △ 123

初等教科教育法（社会） 西端幸信 ＊ 2 ３前期 講義 △ 124

初等教科教育法（理科） 秋吉博之 ＊ 2 ３前期 講義 △ 125

初等教科教育法（英語） 辻伸幸 ＊ 2 ３前期 講義 △ 126

中根真富 ＊ 2 ３前期 演習 △ 127

道徳教育指導論 福田光男 ＊ 2 ３前期 講義 △ 128

総合的な学習の時間指導論 原啓司 ＊ 2 ３前期 講義 △ 129

乳児保育Ⅰ 栗林惠 ＊ 2 ３前期 講義 △ 130

乳児保育Ⅱ 栗林惠 ＊ 1 ３後期 演習 △ 131

幼稚園実習Ⅱ 小田真弓　前島美保 ＊ 2 ３通年
実験
実習

△ 132

幼稚園実習指導Ⅱ 小田真弓　前島美保 ＊ 1 ３通年 演習 △ 133-134

小学校実習 辻伸幸　原啓司 ＊ 4 ３通年
実験
実習

△ 135

辻伸幸　原啓司 ＊ 1 ３通年 演習 △ 136-137

保育実習Ⅰ（保育所） 小田真弓　前島美保 ＊ 2 ３通年
実験
実習

△ 138

小田真弓　前島美保 ＊ 1 ３通年 演習 △ 139-140

森下順子　原康行 ＊ 2
２後期
３前期
通年

実験
実習

△ 141

保育実習指導Ⅰ（施設） 森下順子　原康行 ＊ 1
２後期
３前期
通年

演習 △ 142-143

保育実習Ⅱ 小田真弓　前島美保 ＊ 2 ３後期
実験
実習

△ 144-145

保育実習指導Ⅱ 小田真弓　前島美保 ＊ 1 ３後期 演習 △ 146-147

大橋　岡田　小田 ＊ 2 ３通年 演習 〇 148-149

教科実践研究 秋吉　小林　辻　原啓 ＊ 2 ３通年 演習 〇 150-151

総
合
研
究

専門ゼミナールⅠ
村上　秋吉　小林　岸田
大橋　岡田　森下　溝口
辻　 原康　原啓

2 ３通年 演習 ● 152-153

70

64

226

177

●　必修

〇　選択必修

△　選択

課
題
探
究
科
目

実
践

研
究

保育内容実践研究

３年合計単位数

省令で定める基準単位数13単位
（令元文科省令第6号

大学等における修学の支援に関する法律施行規則）

（うち、実務家教員＊による単位数）

学部内全学年（1～4年）合計単位数（2026年度）

（うち、実務家教員＊による単位数）（2026年度）

専
門
教
育
科
目

教
科
・
保
育
内
容
の

専
門
領
域

音楽表現研究

教
育
・
保
育
の
指
導
法

子
ど
も
の
ニ
ー

ズ
支
援

特別支援教育・保育Ⅰ

特別支援教育・保育Ⅱ

社会的養護演習

初等教科教育法（家庭）

実
習

小学校実習指導

保育実習指導Ⅰ（保育所）

保育実習Ⅰ（施設）

子育て支援演習

教育相談支援

地域と子育て支援

生徒指導・進路指導の理論と方法

鍵盤楽器の表現技法

子
ど
も

理
解

子ども家庭支援の心理学

子どもの健康と安全

子どもの食と栄養Ⅰ

子どもの食と栄養Ⅱ

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

教
師
塾

キャリアガイダンスⅠ

地域防災教育論
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員
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単
位
数

配
当
年
次

授
業
形
態

卒
業
に
必
要
な

科
目
・
単
位

頁



 
配当

年次 
開講期 科目名・ナンバリングコード 担当者 単位 

卒業

必・選 

授業

形態 

関連する

DP・CP 

４ 通年 
キャリアガイダンスⅡ 

SF105L0060 
森﨑陽子 １ 選択 講義 

DP3 
CP3 

授業の概要 

教育者・保育者としてキャリアをスタートさせるための準備段階にあたる科目である。キ

ャリアガイダンスⅠに引き続き討論やロールプレイ等を通して、目指すべき、教育者・保

育者像を明確にすると共に、就職試験対策として各種課題（保育技術・作文）や筆記試験

対策などを、演習形式で学ぶ。また、就職後の研修や、免許更新講習、キャリアアップの

方法についても概説し「学び続ける教師」像の確立を目指す。 

授業の目標 

取得する資格、免許に応じ進路に応じた一連の就職活動に必要な事務手続き・活動方法・受験

方法を体験し身に付ける。また、内定後は必要な、社会人・教員・保育者としての基本的なマナ

ーを理解するとともに、卒業後それぞれの就職先におけるキャリアアップの方法を学ぶ。 

回 授業のテーマ及び内容 各回 50 分 

1 
オリエンテーション 

職業人となるために 
8 

社会人としての心得③ 社会人基礎力「前に踏み

出す力」 

2 採用試験対策① 筆記試験対策 9 
社会人としての心得④ 社会人基礎力「考え抜く

力」 

3 採用試験対策② 個人面接試験対策 10 
社会人としての心得⑤ 社会人基礎力「チームで働

く力」 

4 採用試験対策③ 集団面接試験対策 11 
社会人としての心得⑥ コンプライアンスとクレーム

対応 

5 採用試験対策④ 論文等試験対策 12 
社会人としての心得⑦ 働く人のメンタルヘルスの

知識 

6 社会人としての心得① ビジネスマナーの知識 13 社会人としての心得⑧ 卒業後のキャリアプラン 

7 社会人としての心得② ビジネスマナーの実践 14 
社会人としての心得⑨ 豊かな人生を構築するた

めに 

成 績 評 価 方 法 課題レポート 40％， 授業への取り組み 60％ 

教 科 書 適宜、資料を配布する。 

参 考 書 
『大学生のためのキャリアガイドブック』 北大路書房 長尾博暢他著 

他適宜、資料を配布する。 

授業外の学習方法 

配布される資料を用いての予習復習や、各自関係する情報の収集に努める。（各回 1～2
時間程度） 
レポート作成の時間も確保すること。 

免 許 ・ 資 格  

実務経験と教授内容 教員経験者が全ての回を担当 

課題(授業時の提出

物等)に対するフィー

ド バ ッ ク 方 法 

授業終了後、教室で質問等に対応する。 

 
 
 
 
 
 

森﨑陽子 ＊ 1
４通年

（隔週）
講義 △ 157

濱田智司 ＊ 2 ４前期 講義 △ 158

教師への道Ⅲ 岸田正幸 ＊ 2 ４前期 講義 △ 159

保育実習Ⅲ 森下順子　原康行 ＊ 2 ４前期
実験
実習

△ 160

保育実習指導Ⅲ 森下順子　原康行 ＊ 1 ４前期 演習 △ 161

小林　原康　三宅 ＊ 2 ４後期 演習 〇 162

森下　岡田　小田 ＊ 2 ４後期 演習 〇 163

専門ゼミナールⅡ
村上　秋吉　小林　岸田
大橋　岡田　森下　溝口
辻　 原康　原啓

2 ４通年 演習 ● 164-165

卒業研究
村上　秋吉　小林　岸田
大橋　岡田　森下　溝口
辻　 原康　原啓

4 ４通年 演習 ● 166-167

18

12

226

177

●　必修

〇　選択必修

△　選択

省令で定める基準単位数13単位
（令元文科省令第6号

大学等における修学の支援に関する法律施行規則）

（うち、実務家教員＊による単位数）

学部内全学年（1～4年）合計単位数（2026年度）

（うち、実務家教員＊による単位数）（2026年度）

４年合計単位数

専
門
教
育
科
目

実
習

課
題
探
究
科
目

実
践

研
究

教職実践演習（幼・小）

保育・教職実践演習（幼）

総
合
研
究

共
通
基
礎
科
目

教
養
科
目

教
師
塾

キャリアガイダンスⅡ

実践キャリア教育
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